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大栄ＪＣＴ～松尾横芝ＩＣ間ルート図（ＮＥＸＣＯ東日本サイトから） 芝山トンネル（仮称）と補助工法の一例（ＮＥＸＣＯ東日本サイトから）
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　一般国道号首都圏中央連絡自動車道（大栄Ｊ
ＣＴ～松尾横芝ＩＣ）は、年度内の開通を目指
し、国土交通省と当社・東日本高速道路㈱の共同事
業によって延長．㎞を整備推進中の路線です。
　この度、現地において実貫通を果たしました芝山
トンネル（仮称）は、千葉県芝山町内に所在する延
長ｍの構造物です。当該トンネル区間の地質は
全線にわたり砂地山となっており、過去の圏央道千
葉県内区間のトンネル工事では同様の地質条件下に
おいて流砂現象による陥没事象が発生しています。
当該トンネルにおいても技術的難易度が高い施工が
要求されることから、有識者の技術的助言を得るた
め技術検討会を設立して検証を行いながら、様々な
補助工法を駆使して施工を展開して参りました。
　現地において弛まぬ安全対策と優れた施工技術を
実践し、品質の高いトンネル工事に従事する大林組
・岩田地崎建設ＪＶのご努力に感謝すると共に、完
成までの施工期間も引き続き的確な工事を続けてい
くよう、当社も努力していく所存です。
　大栄～松尾横芝間は、インターチェンジ予定地の
周辺地域を中心に、物流・産業拠点、交流拠点、住
宅団地等も整備が進み、この区間の開通が周辺地域
の経済の活性化や観光振興への寄与、一般道などと
の連携による渋滞・混雑緩和にも期待が寄せられて
おります。大栄ＪＣＴ～国道号ＩＣ（仮称）間
は、１年程度前倒しでの開通を目指してまいります。
芝山トンネル（仮称）もこれに続き、一日も早く完
成に到達するよう関係者一丸で整備を進めます。

　２月日、晴れ渡る空の下に集まった地元芝山町、多古町の人々が薄暗いトンネル坑内
へ案内される。この日の作業工程は実貫通に向けたブレーカー掘削。切羽には掘削機が待
機し、号令を待つ。
　「本日は切羽の壁を掘削により実貫通させる工程を見学していただきます。ブレーカー
の掘削音は大きいので耳栓をおつけください」
　ＮＥＸＣＯ東日本千葉工事事務所の河野久雄千葉南工事長の解説が行われ、見学者達の
表情も真剣になる。この日の見学会には、地域住民をはじめ芝山町役場、多古町役場、Ｎ
ＥＸＣＯ東日本、国土交通省千葉国道事務所の職員など約人が参加した。
　「安全確認の後、ブレーカー作業を開始してください」
　大林組・岩田地崎建設ＪＶの鈴木拓也工事長が指示し、オペレーターが掘削機を作動さ
せる。壁を叩く轟音がしばらく続くと、さらさらの山砂が崩れ落ちる。この砂質の地山こ
そが芝山トンネル（仮称）の難所だった。
　ブレーカーの先端が最後の地山を貫き陽光が坑内に差し込むと、息を呑んで見守ってい
た人々から歓声が上がり、拍手が響き渡る。見学に訪れていた麻生孝之芝山町長は「これ
ほど大変な工事にもかかわらず、現場は無事故無災害でここまでたどり着いたと聞きます。
本当に感謝の言葉しかありません。今後のトンネル完成まで安全第一で作業にあたってほ
しい」と感想を語る。
　大林ＪＶの田代雄二所長は緊張の続いた日々を振り返りながら笑顔を見せた。
　「春らしい日和にも恵まれ、発注者および地元の方々のご理解とご協力のもと、本日無
事に貫通を迎えることができました」。


